工学府研究指導等計画書（　　 ―　 　）年度
	課程区分
	博士前期課程
博士後期課程
	専攻名
	         専攻
	学籍番号
学生氏名
	（　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	指導教員
	（主）　　　　　　　　　　　　　　印
	課程区分

(博士前期課程のみ)
	課程Ａ　・　課程Ｂ

	
	（副）
	（副）

	
	（副）
	（副）

	研究題目等
	

	年度ごとの研究・科目履修等の計画

(１年目）                                        　      　      実施日 平成　　年　　月　　日
　
(２年目)                             　    　               実施日 平成　　年　　月　　日
(３年目)                                  　          　        実施日 平成　　年　　月　　日
携帯



(1) 指導教員はこの様式を用いて、学生へ毎年次はじめに１年間の研究指導計画を明示して下さい。

(2) 指導教員欄

① 博士前期課程：主指導教員のほか、副指導教員（少なくとも１名）を記入して下さい。

② 博士後期課程：主指導教員のほか、指導教員グループを構成する副指導教員（２名から４名）を記入して下さい。

 (3) 研究題目等欄
① 博士前期課程：課程Ａは修士論文研究題目、課程Ｂは修了プロジェクト名(予定)等を記入して下さい。

② 博士後期課程：研究題目のほか、必要に応じ、プロジェクト研究題目等を記入して下さい。

(4) 作成後は指導の記録として各教員において保管して下さい（終了後５年間）。
(5) 書式・各項目については、状況に応じて適宜変更して下さい。（年度毎に作成することも可。）
平成２０年３月２６日
工学研究科委員会承認

一部改正　平成２１年３月２４日　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「工学府研究指導計画書」の取り扱いについて

工学府学生（博士前期課程・後期課程）の教育および研究指導の充実を図るため、
「工学府研究指導計画書」の作成を行い、以下のとおり取り扱う。

１．主指導教員等は、各学年次開始当初に学生と面談を行い、当該年度１年間の研究
予定等について指導を行うものとする。
その際、「研究指導計画書」を用いて記録に留めるものとする。
２．「研究指導計画書」は学生指導用として適宜活用を行い、また、各種評価実施等に
際し、必要となる場合もあるので、主指導教員等において終了後５年間保管するもの
とする。

３．学務委員長は３月、９月の大学院学務委員会開催時に本文書の作成について周知を
図るものとする。

【参考：成績評価基準等の明示(大学院設置基準第14条の2) Ｈ19.4.1施行】

大学院は、学生に対して、授業及び研究指導の方法及び内容並びに一年間の
授業及び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。 
　

